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 Information-as-a-Service (InfaaS)：
 災害管理（Disaster Management）を支援するアプリケーション基盤を実現する上で重要なコンセプト

 災害管理システムでは異なる組織に属する人々への情報の伝達・同期および通信の維持が対策方針を決定するディシジョンメイ
キングにおいて必要不可欠

 分散可視化基盤：
 さまざまな組織の災害管理担当者に同時かつ分かりやすく提供することで意思決定を支援するアプリケーション基盤
 表示装置は複数のディスプレイで構成されたTiled Display Wall (TDW)が表示領域の大きさおよび解像度の点から適する

• 広域SDNテストベッドにおけるSoftware-Defined ITインフラストラクチャを備えた分散可視化基盤のプロトタイプ構築
jh160056-ISH 「Toward a resilient software defined infrastructure to support disaster management applications」

• 柔軟な大規模可視化装置のプラットフォーム環境切替機構を備えた分散可視化基盤のプロトタイプ構築
jh170056-ISJ 「Construction of Universal Visualization as a Service (VaaS) on PRAGMA-ENT」

Software-Defined ITインフラストラクチャ技術を集約する資源管理システムの構築

Software-Defined 技術をITインフラストラクチャに適用した
Software-Defined ITインフラストラクチャ技術の研究開発


